
ESG

（
環
境・
社
会・ガ
バ
ナ
ン
ス
）

へ
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
お

り
、
２
０
２
２
年
２
月
に
はESG

ス
ロ
ー
ガ
ン「“
や
さ
し
い
み
ら

い
〟
を
新
た
な
文
化
に
」を
制
定

い
た
し
ま
し
た
。
９
月
に
は
、
出

版
業
界
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
エ

コ
活
動
を
企
画・支
援
す
る「O

N
E 

ECO
 PRO

JECT

」の
一
環
と
し

て
、子
育
て
中
の
方
が
多
く
利
用

し
て
い
る
絵
本
情
報
サ
イ
ト・
絵

本
ナ
ビ
さ
ま
と
共
同
で「
エ
コ
育

絵
本
特
集
」特
設
サ
イ
ト
を
開
設

い
た
し
ま
し
た
。SD

G
s

を
テ
ー
マ

と
す
る
絵
本
を
選
び
、
サ
イ
ト
上

で
紹
介
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た

ち
の
豊
か
な
読
書
環
境
の
一
助
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

本
を
読
む
こ
と
は
、身
近
な
娯

楽
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、他
者
へ
の

想
像
力
や
、多
様
性
へ
の
理
解
を

育
む
こ
と
に
も
役
立
ち
ま
す
。そ
れ

は
周
り
の
人
に
対
す
る
や
さ
し
さ

や
寛
容
さ
を
生
み
、ひ
い
て
は
差
別

や
偏
見
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
に

も
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。本

の
力
で“
や
さ
し
い
み
ら
い
〟を
作

る
べ
く
、本
年
も
読
書
推
進
運
動

協
議
会
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
、

活
動
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

№662
★全国SLA「学校読書調査」について（5 頁）
★2023こどもの読書週間・読書週間 標語決定（8 頁）

る
作
品
が
多
数
出
版
さ
れ
て
い
ま

す
。そ
れ
ら
の
本
が
、子
ど
も
た
ち

の「
知
り
た
い
」と
い
う
自
然
な
好

奇
心
を
満
た
し
、学
び
を
深
め
て

い
く
た
め
の
、心
強
い
相
棒
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
た
め
に
は
、子
ど
も
た
ち
が

さ
ま
ざ
ま
な
本
に
ふ
れ
る
こ
と
の

で
き
る
環
境
が
必
要
で
あ
る
の
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、そ
の
姿
を
見
守

り
、と
き
に
導
く
大
人
た
ち
の
存
在

も
不
可
欠
で
す
。す
で
に
多
く
の
書

店
、
図
書
館
、
読
書
グ
ル
ー
プ
で
、

フ
ェ
ア
展
開
や
読
み
聞
か
せ
会
と

い
っ
た
形
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。今
後
も
そ
の
歩
み

を
着
実
に
重
ね
、ひ
と
り
で
も
多
く

の
子
ど
も
た
ち
に
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
思
考
に
ふ
れ
る
機
会
を
提
供
し

て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

●
本
で
「
や
さ
し
さ
」
を
育
も
う

　

私
ど
も
日
販
グ
ル
ー
プ
で
も
、

に
よ
る
大
規
模
災
害
も
各
地
で
多

発
し
、パ
キ
ス
タ
ン
に
お
い
て
は

２
０
２
２
年
６
月
、豪
雨
に
よ
り

国
土
の
３
分
の
１
が
水
没
す
る
ほ

ど
の
大
洪
水
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
問
題
が
山
積
す
る

中
に
あ
っ
て
も
、子
ど
も
た
ち
に
少

し
で
も
明
る
い
未
来
を
手
渡
す
た

め
に
、私
た
ち
出
版
事
業
に
携
わ
る

者
は
、ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

●
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
学
ぶ
環

境
づ
く
り
を

　

そ
の
ひ
と
つ
が
、本
を
通
じ
た

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
啓
発
で

す
。子
ど
も
た
ち
が
社
会
の
課
題

を
知
り
、知
識
を
深
め
、行
動
に
移

す
た
め
の
き
っ
か
け
と
し
て
、本
が

多
大
な
力
を
持
つ
こ
と
に
は
、疑

い
の
余
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。絵
本
・

児
童
書
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
も
、サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
テ
ー
マ
と
す

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
平
素
よ
り
読
書
推
進
運

動
協
議
会
の
活
動
に
多
大
な
る
ご

支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
近
年
は
、国
連
の
持
続
可
能
な
開

発
目
標（SDGs
）を
は
じ
め
と
す

る
、サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
の
国

際
協
調
が
進
み
、人
々
の
意
識
や
関

心
に
も
高
ま
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

学
校
教
育
に
お
い
て
も
、サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
は
重
要
な
テ
ー
マ
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
、２
０
１
７
年
告

示
の
小
・
中
学
校
学
習
指
導
要
領

で
は
、前
文
お
よ
び
総
則
に「
持
続

可
能
な
社
会
の
創
り
手
」の
育
成

が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
、２
０
２
２
年
２
月

に
勃
発
し
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
よ
う
な
、平
和

や
人
権
が
脅
か
さ
れ
る
事
態
も
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。ま
た
、異
常
気
象

《ホームページ》http://www.dokusyo.or.jp
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デ
ィ
ン
グ
ス 

取
締
役
会
長

本
の
力
で
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

「
や
さ
し
い
」
未
来
を

年
頭
所
感

会員の購読料は
会費の中に含まれる定価60円

〒 101-0051

発行人　小塚　昌弘
編集人　片岡　伸子

TEL  03(5244)5270
FAX  03(5244)5271

東京都千代田区神田神保町1-32 
出版クラブビル 6 階



（2）読 書 推 進 運 動 （第三種郵便物認可） 第662号2023年1月15日
　
２
０
２
２
年
12
月
６
日
㈫
、
東
京
都

千
代
田
区
の
出
版
ク
ラ
ブ
ビ
ル
で
、
公

益
社
団
法
人 

読
書
推
進
運
動
協
議
会

の
事
業
で
あ
る
、
２
０
２
３
年
度
春
の

「
第
65
回 

こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
お
よ

び
秋
の
「
第
77
回 

読
書
週
間
」
の
標

語
選
定
事
業
委
員
会
が
開
か
れ
た
。
あ

わ
せ
て
１
３
０
０
点
近
く
の
応
募
作
の

中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
入
選
作
が
決
定
し

た
（
詳
し
く
は
８
ペ
ー
ジ
を
参
照
）。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
２
０
２
２
年
度
全

体
事
業
委
員
会
で
は
、
２
０
２
２
年
度

の
事
業
報
告
、
２
０
２
３
年
度
の
事
業

委
員
会
日
程
、
そ
の
他
の
議
題
に
つ
い

て
、
事
務
局
か
ら
報
告
と
説
明
が
行
わ

れ
た
。

　
４
月
23
日
～
５
月
12
日
に
行
わ
れ
た

「
第
64
回 

こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
の
標

語
は
「
ひ
と
み
キ
ラ
キ
ラ 

本
に
ど
き

ど
き
」。
ポ
ス
タ
ー
は
荒
井
良
二
さ
ん

の
イ
ラ
ス
ト
、
杉
浦
康
平
さ
ん
の
デ
ザ

イ
ン
で
制
作
し
、
５
万
１
７
０
０
部
を

配
布
し
た
。
な
お
、
お
ふ
た
り
の
コ

ン
ビ
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
制
作
は
、
杉

浦
さ
ん
引
退
の
た
め
今
回
が
最
後
と

な
っ
た
。
10
月
に
刊
行
し
た
「
行
事
報

告
」
で
は
、今
年
の
行
事
主
催
者
数
は
、

公
的
な
行
動
制
限
が
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
っ
て
昨
年
の
１
７
０
０
件
か
ら
、

１
７
４
１
件
に
増
加
し
た
。

　
10
月
27
日
～
11
月
９
日
に
行
わ
れ
た

「
第
76
回 

読
書
週
間
」
の
標
語
は
「
こ

の
一
冊
に
、あ
り
が
と
う
」。
ポ
ス
タ
ー

は
５
万
５
５
０
０
部
を
印
刷
、
配
布
し

た
。
行
事
報
告
は
、
来
年
４
月
の
機
関

紙
別
冊
で
紹
介
す
る
予
定
。
ま
た
期
間

中
、
各
道
府
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会

に
行
事
補
助
金
を
贈
呈
し
た
。
各
読
進

協
か
ら
の
推
薦
に
基
づ
い
た
「
全
国
優

良
読
書
グ
ル
ー
プ
表
彰
」
で
は
35
団
体

に
賞
状
・
副
賞
を
贈
呈
し
た
。

「
第
52
回 

野
間
読
書
推
進
賞
」
は
８

月
29
日
に
第
１
次
選
考
事
業
委
員
会

を
、９
月
20
日
に
本
選
考
会
を
行
っ
た
。

11
月
７
日
に
贈
呈
式
を
開
催
し
、
本
賞

２
団
体
、
１
個
人
、
奨
励
賞
１
個
人
、

功
労
賞
１
個
人
を
顕
彰
し
た
。

「
敬
老
の
日
読
書
の
す
す
め
」
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
は
14
万
部
を
印
刷
し
た
。
今
回

も
「
書
目
選
定
事
業
委
員
会
」
開
催
に

替
え
て
、
メ
ー
ル
に
よ
る
投
票
・
集
計

の
の
ち
、
委
員
全
員
で
確
認
を
行
っ
て

選
定
し
た
。

「
若
い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す

め
」
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も
同
様
の
手

順
で
10
月
25
日
に
書
目
を
決
定
し
、

20
万
３
０
０
０
部
を
印
刷
、「
成
人
の

日
」
で
の
利
用
に
間
に
あ
う
よ
う
、
配

布
し
て
い
る
。

　

２
０
２
２
年
の
事
業
を
振
り
か
え

り
、
事
業
委
員
会
で
は
、
翌
２
０
２
３

年
度
も
、
発
送
コ
ス
ト
や
印
刷
コ
ス
ト

の
上
昇
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
確
実
に
事

業
を
継
続
し
て
い
く
姿
勢
を
確
認
し

た
。

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」ポ
ス
タ
ー
が
、

２
０
２
３
年
よ
り
変
わ
り
ま
す
！

　
２
０
１
４
年
よ
り
２
０
２
２
年
ま
で

デ
ザ
イ
ン
を
担
当
い
た
だ
い
た
杉
浦
康

平
さ
ん
の
引
退
の
お
申
し
出
を
受
け

て
、事
務
局
で
は
２
０
２
２
年
夏
よ
り
、

ポ
ス
タ
ー
制
作
の
新
体
制
を
検
討
し
て

き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
案
の
な
か
か

ら
、
事
業
委
員
会
で
の
討
議
を
経
て
、

図
書
館
な
ど
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

開
催
も
多
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
が
あ
ふ
れ
る
絵
本
が
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
大
人
に
も
人
気
の
絵

本
ユ
ニ
ッ
ト
「
ザ
・
キ
ャ
ビ
ン
カ
ン
パ

■
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
ポ
ス
タ
ー

ザ
・
キ
ャ
ビ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
が

イ
ラ
ス
ト
を
担
当
！

■
公
益
社
団
法
人 

読
書
推
進
運
動
協
議
会　

全
体
事
業
委
員
会

２
０
２
２
年
度
事
業
を
総
括
し
、

次
年
度
も
堅
実
な
事
業
計
画
を

2022年度発行の「読書週間」
「こどもの読書週間」ポスター
とリーフレット 2 種

ニ
ー
」
に
制
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
ザ
・
キ
ャ
ビ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
は
大
分

県
生
ま
れ
の
阿
部
健
太
朗
さ
ん
と
吉
岡

紗
希
さ
ん
の
ユ
ニ
ッ
ト
。
大
分
県
由
布

市
の
廃
校
と
な
っ
た
小
学
校
を
ア
ト
リ

エ
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
日
本
絵
本
賞

読
者
賞
を
受
賞
し
た
『
だ
い
お
う
い
か

の
い
か
た
ろ
う
』『
し
ん
ご
う
き
ピ
コ

リ
』
の
ほ
か
、
多
く
の
人
気
絵
本
を
出

し
て
い
る
、
注
目
の
若
手
作
家
で
す
。

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
標
語
に
あ
わ

せ
た
描
き
お
ろ
し
イ
ラ
ス
ト
の
ポ
ス

タ
ー
と
な
り
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

ザ・キャビンカンパニーのおふたり
（大分市美術館での展覧会にて）

『だいおういかのいかたろう』『しんごうきピコリ』は
子どもたちの支持で日本絵本賞読者賞に選ばれました
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ビ
ナ
ー
ド
さ
ん
脚
本
の
『
ち
っ
ち
ゃ
い

こ
え
』
は
、
同
会
代
表
の
酒
井
京
子
さ

ん
が
日
本
語
で
演
じ
、
翻
訳
家
の
野
坂

悦
子
さ
ん
が
英
語
で
通
訳
し
た
。

　
会
場
参
加
の
約
40
名
に
加
え
て
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
か
ら
も
含

め
50
名
以
上
が
参
加
。
イ
ン
ド
か
ら
は

伝
統
的
な
技
法
を
用
い
た
、
手
作
り
の

か
ら
く
り
紙
芝
居
の
披
露
も
あ
り
、
参

加
者
に
大
好
評
だ
っ
た
。

　

こ
の
日
は
、
日
本･

世
界
各
地
で

も
紙
芝
居
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
た
。
各

地
の
開
催
状
況
は
、
紙
芝
居
文
化
の
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

12
月
７
日
㈬
、
紙
芝
居
文
化
の

会
は
、
東
京
都
文
京
区
の
童
心
社

KAM
ISH

IBAI H
ALL

に
て
「
第

５
回 

世
界KAM

ISH
IBAI

の
日 in 

Tokyo

」
を
開
催
し
た
。

「
12
月
７
日 

世
界KAM

ISH
IBAI

の
日
」
は
、
紙
芝
居
を
通
し
て
平
和
を

希
求
し
、
紙
芝
居
を
愛
す
る
人
た
ち
と

日
本
中
、
世
界
中
で
紙
芝
居
を
演
じ
て

楽
し
む
日
と
し
て
、
紙
芝
居
文
化
の
会

が
提
唱
し
て
い
る
。
今
回
は
「
紙
芝
居

が
世
界
を
つ
な
ぐ
」
が
テ
ー
マ
。
ま
つ

い
の
り
こ
さ
ん
の『
み
ん
な
で
ぽ
ん
！
』

『
ご
き
げ
ん
の
わ
る
い
コ
ッ
ク
さ
ん
』

を
そ
れ
ぞ
れ
フ
ラ
ン
ス
語
と
中
国
語

で
、
ス
ズ
キ
コ
ー
ジ
さ
ん
絵
の
『
き
ん

の
お
の 

ぎ
ん
の
お
の
』
を
ア
ラ
ビ
ア

語
で
楽
し
ん
だ
。
ま
た
、
イ
ソ
ッ
プ
童

話
『
き
た
か
ぜ
と
た
い
よ
う
』、
韓
国

の
お
は
な
し
『
カ
ヤ
ネ
ズ
ミ
の
お
か
あ

さ
ん
』、
日
本
の
昔
話
『
ゆ
め
み
こ
ぞ

う
』
な
ど
各
国
の
物
語
や
、
紙
芝
居
作

家
の
早
川
純
子
さ
ん
が
子
ど
も
た
ち
と

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
着
想
し
た
手

作
り
紙
芝
居
も
紹
介
さ
れ
た
。

　
丸
木
位
里
さ
ん
・
俊
さ
ん
の
『
原
爆

の
図
』
か
ら
場
面
を
構
成
、ア
ー
サ
ー・

■
12
月
７
日 

世
界K

A
M

IS
H

IB
A

I

の
日

平
和
を
願
い
、
共
感
を
広
げ
る
紙
芝
居
を

世
界
中
で
楽
し
み
た
い

■
秋
の
読
書
推
進
月
間 

報
告

全
国
の
２
０
０
０
を
超
え
る
書
店
が

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
！

　

出
版
業
界
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
だ
新
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
秋
の
読

書
推
進
月
間
「
本
と
の
新
し
い
出
会

い
、
は
じ
ま
る
。BO

O
K M

EETS 
N

EXT

」
が
10
月
27
日
か
ら
11
月
23
日

の
28
日
間
、全
国
の
書
店
で
開
催
さ
れ
、

そ
の
成
果
に
つ
い
て
運
営
委
員
会
か
ら

報
告
が
あ
っ
た
。

　

初
日
に
は
、
紀
伊
國
屋
ホ
ー
ル
で

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

７
名
の
著
名
人
にBO

O
K

ア
ン
バ
サ

ダ
ー
を
委
嘱
し
た
。
会
場
で
は
作
家
の

今
村
翔
吾
さ
ん
や
児
童
文
学
者
の
角
野

栄
子
さ
ん
、
女
優
・
作
家
の
中
江
有
里

さ
ん
が「
出
会
い
」を
テ
ー
マ
に
講
演・

対
談
し
、
後
日
、
ネ
ッ
ト
で
も
配
信
さ

れ
た
。

　
さ
ら
に
同
時
期
に
開
催
さ
れ
た
「
11

月
１
日 
本
の
日
」や「W

ATERRAS 
BO

O
K FES

」
な
ど
と
連
携
し
た
イ

ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
た
。
ま
た
期
間
中
は

全
国
の
書
店
で
連
動
企
画
、
書
店
独
自

企
画
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
２
０
１
８
書

店
の
、
の
べ
３
４
１
９
企
画
に
の
ぼ
る

イ
ベ
ン
ト
情
報
が
読
書
推
進
月
間
公
式

サ
イ
ト
で
紹
介
さ
れ
た
。

　

書
店
へ
の
来
店
を
促
す
「BO

O
K

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
に
は
、
２
５
４
８

人
が
参
加
し
た
。

■
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
講
座

隠
れ
た
児
童
書
出
版
大
国

イ
ラ
ン
の
絵
本
を
多
数
紹
介

　

12
月
４
日
㈰
、
東
京
都
千
代
田
区

の
出
版
ク
ラ
ブ
ビ
ル
に
て
、「
Ｊ
Ｂ
Ｂ

Ｙ
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
と
世
界
の
子

ど
も
の
本
講
座
『
こ
ん
な
に
お
も
し
ろ

い
！ 

イ
ラ
ン
の
絵
本
─
知
ら
れ
ざ
る

豊
か
な
絵
本
文
化
の
秘
密
を
さ
ぐ
る

─
』（
主
催
＝
一
般
社
団
法
人 

日
本

国
際
児
童
図
書
評
議
会
〈
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
〉）

が
開
催
さ
れ
た
。
講
師
は
ペ
ル
シ
ャ
語

翻
訳
家
の
愛
甲
恵
子
さ
ん
。

　
イ
ラ
ン
は
、
２
０
１
８
年
度
の
児
童

書
初
版
出
版
点
数
が
７
２
９
８
点
と
、

児
童
書
出
版
に
勢
い
が
あ
る
国
。
そ
の

流
れ
を
作
っ
た
、
１
９
６
６
年
創
立
の

政
府
系
文
化
教
育
機
関「
カ
ー
ヌ
ー
ン
」

で
活
躍
し
た
編
集
者
と
、
国
際
ア
ン
デ

ル
セ
ン
賞
画
家
メ
ス
ガ
ー
リ
の
仕
事
を

中
心
に
紹
介
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
児
童
書
の
出
版
だ
け
で
な

く
、
研
究
書
『
イ
ラ
ン
児
童
文
学
の
歴

史 

全
10
巻
』
の
出
版
、
児
童
文
学
史

料
の
収
集
、
研
究
者
育
成
、
児
童
文
学

で
の
国
際
交
流
ほ
か
、
本
に
ふ
れ
る
機

会
が
な
い
子
ど
も
た
ち
へ
の
読
書
運
動

「Read w
ith M

e
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
展
開
す
る
民
間
組
織
「
児
童
文
学
歴

史
研
究
所
」
な
ど
に
も
言
及
。

　
数
々
の
政
治
体
制
の
変
化
、
宗
教
的

な
制
約
の
な
か
で
も
、
意
外
な
ほ
ど
に

自
由
で
多
彩
な
児
童
書
が
出
版
さ
れ
て

い
る
イ
ラ
ン
の
姿
に
、
会
場
か
ら
も
驚

き
の
声
が
あ
が
っ
た
。

チラシに掲載された以
上の作品が紹介された

オープニングイベントで講演・
対談されたみなさん

『ちっちゃいこえ』を演じる
酒井京子さんと野坂悦子さん

●紙芝居文化の会ホームページ　https://www.kamishibai-ikaja.com/
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絵本ワールド
各地で開催！

2022 年、秋から冬にかけて、全国各地で
絵本ワールドが開催！ コロナ以降、久し
ぶりの開催ラッシュでした。

絵本ワールド in にいがた
2022年11月27日
朱鷺メッセ（新潟県新潟市）

絵本ワールド in わかやま
2022年11月13日
有田川町地域交流センターALEC（和歌山県有田川町）

絵本ワールド in こまつしま
2022年12月24日・25日
小松島市サウンドハウスホール（徳島県小松島市）

24 日のオープニングセレモニーでは、児童文学作家・
くすのきしげのりさんをはじめ、講師のみなさんが挨拶。
講演の合間にはサイン会も随時開催されました。

絵本による街おこしイベント「えほん de わっしょい
16」「わっしょいテラス」との併催。真珠まりこさん、
宮西達也さんほか、人気絵本作家 7 人の作品展も開催！

今年も地元ボランティアが大活躍！ 女優・室井滋さん
の絵本トークショーでは、著書『しげちゃんのはつこい』
などの絵本が朗読されたほか、楽しい「手ぬぐい遊び」も。

手作りのゲートが迎え
てくれた新潟会場のエ
ントランス

クリスマス開催の小松
島会場では絵本展示も
クリスマス仕様！
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校
や
学
校
図

書
館
関
係
者
の
子
ど
も
へ
の
働
き
か
け

や
、
外
出
し
に
く
い
状
況
で
家
で
本
を

読
む
子
ど
も
が
増
え
た
こ
と
が
、
前
回

の
不
読
率
の
低
下
の
要
因
と
考
え
ら
れ

ま
し
た
。
今
年
は
、
子
ど
も
へ
の
働
き

か
け
な
ど
努
力
が
続
く
一
方
、
コ
ロ
ナ

対
策
を
と
り
な
が
ら
学
校
行
事
が
再
開

さ
れ
る
な
ど
で
学
校
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
厳
し
い
な
か
、「
朝
の
読
書
」
な
ど

本
を
読
む
時
間
が
削
ら
れ
て
い
る
可
能

性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

短
い
時
間
で
読
め
る
本
が
人
気

　

項
目
⑤
「
今
の
学
年
に
な
っ
て
か

ら
読
ん
だ
本
」
は
４
月
～
６
月
は
じ
め

に
読
ん
だ
本
を
３
冊
ま
で
回
答
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
Ｓ
Ｌ
Ａ
で
は
全
体
的
な
傾
向
と

し
て
、「
短
編
集
の
回
答
が
急
激
に
増

加
し
て
い
る
」「
男
子
は
ゲ
ー
ム
や
ア

ニ
メ
関
連
の
本
を
好
ん
で
い
る
」「
女

子
は
小
説
・
物
語
を
好
む
」
と
分
析
し

て
い
ま
す
。

　
短
編
集
で
は
、「
５
分
間
／
３
分
間
で

読
め
る
」
と
い
っ
た
も
の
が
小・中
学

生
を
中
心
に
人
気
を
集
め
ま
し
た
。
長

で
）。
本
に
つ
い
て
の
項
目
は
紙
・
電

子
を
問
わ
ず
、
教
科
書・学
習
参
考
書・

マ
ン
ガ
・
雑
誌
を
の
ぞ
い
て
回
答
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
児
童
生
徒
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

普
及
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
展

開
な
ど
を
受
け
、
Ｉ
Ｔ
機
器
を
使
っ
た

学
習
へ
の
姿
勢
を
問
う
③
が
、
新
設
さ

れ
ま
し
た
。

「
不
読
率
」
が
再
び
上
昇

　
項
目
①
「
５
月
１
か
月
間
に
読
ん
だ

本
の
冊
数
」
は
、読
ん
だ
冊
数
よ
り
も
、

「
１
冊
も
読
ま
な
か
っ
た
」
と
答
え
た

子
ど
も
の
割
合
、
い
わ
ゆ
る
「
不
読

率
」
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
不
読
率
は
前

回
、
す
べ
て
の
校
種
で
低
下
し
ま
し
た

が
、
今
回
は
残
念
な
が
ら
、
小
学
生
は

５・５
％
→
６・４
％
、
中
学
生
は
10
・

１
％
→
18・６
％
、
高
校
生
は
49・８
％

→
51
・
１
％
と
、
す
べ
て
の
校
種
で
上

昇
し
て
い
ま
す
。
小
学
生
、
高
校
生
は

コ
ロ
ナ
前
の
数
字
よ
り
若
干
低
い
で
す

が
、
中
学
生
は
コ
ロ
ナ
前
よ
り
も
不
読

率
が
高
く
な
り
ま
し
た
。
図
「
過
去
31

年
分
の
不
読
者
（
０
冊
回
答
者
）
の
推

移
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
設
問
を
整
理

　
公
益
社
団
法
人 

全
国
学
校
図
書
館

協
議
会
（
全
国
Ｓ
Ｌ
Ａ
）
は
、
毎
年
実

施
し
て
い
る
「
学
校
読
書
調
査
」
の
第

67
回
と
な
る
２
０
２
２
年
度
調
査
の
ま

と
め
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、
児
童
生
徒
の
読
書
状

況
に
関
す
る
調
査
と
し
て
、
１
９
５
４

年
に
開
始
、
昨
年
ま
で
は
毎
日
新

聞
社
と
共
同
で
行
っ
て
き
ま
し
た

（
２
０
２
０
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
全
国
一
斉
休
校
な

ど
の
た
め
、
中
止
）。
毎
年
、
６
月
第

１
週
・
２
週
に
全
国
の
小
学
生
（
４
～

６
年
生
）・
中
学
生
・
高
校
生
を
対
象

に
調
査
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
項
目
は
、
①
５
月
１
か

月
間
に
読
ん
だ
本
の
冊
数
、
②
５
月
１

か
月
間
に
読
ん
だ
雑
誌
の
冊
数
、
③
タ

ブ
レ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
使
っ
た

学
習
を
す
る
と
き
に
気
を
つ
け
て
い
る

こ
と
（
真
偽
の
確
認
、
世
界
と
の
つ
な

が
り
の
意
識
な
ど
）、
④
ス
マ
ホ
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
電
子
書
籍
を
読
ん
だ
こ
と

が
あ
る
か
、
⑤
今
の
学
年
に
な
っ
て
か

ら
読
ん
だ
本
の
タ
イ
ト
ル
（
３
つ
ま

コ
ロ
ナ
禍
、
Ｉ
Ｔ
化
を
受
け
て
変
化
す
る
学
校
で

子
ど
も
た
ち
の
読
書
傾
向
を
探
る

■
第
67
回　

学
校
読
書
調
査

●図の出典：学校読書調査（全国学校図書館協議会）

編
で
は『
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
』シ
リ
ー

ズ
が
ほ
ぼ
全
学
年
で
ラ
ン
ク
イ
ン
。定

期
的
に
映
画
が
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
１
９
９
９

年
の
日
本
語
版
出
版
か
ら
20
年
以
上
が

過
ぎ
た
現
在
も
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

に
読
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

名
作
・
古
典
で
は
、『
車

の
い
ろ
は
空
の
い
ろ
』（
小

４
女
子
）、『
赤
毛
の
ア
ン
』

（
小
６
女
子
）、『
星
の
王
子

さ
ま
』（
中
１
女
子
、
中
３

女
子
、
高
１
男
子
・
女
子
、

高
３
男
子
・
女
子
）、『
君
た

ち
は
ど
う
生
き
る
か
』（
中

１
男
子
、
中
３
男
子
）、『
人

間
失
格
』（
中
１
男
子
、
中

２
男
子・女
子
、
中
３
女
子
、

高
１
男
子
・
女
子
、
高
２
女

子
、
高
３
男
子
・
女
子
）
な

ど
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　
数
分
で
読
め
る
も
の
と
長

編
が
混
在
す
る
結
果
を
受
け

て
、
全
国
Ｓ
Ｌ
Ａ
で
は
、
児

童
の
読
書
力
が
二
極
化
し
て

い
る
の
で
は
と
分
析
、
長
編

読
み
も
の
の
読
み
方
や
楽
し

み
方
を
伝
え
る
こ
と
が
必
要

と
し
て
い
ま
す
。

　　

す
べ
て
の
調
査
項
目
の

結
果
、
詳
細
な
分
析
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
、『
学
校
図
書
館
』

２
０
２
２
年
11
月
号
は
、
書
店
で
の
注

文
、
ま
た
は
全
国
Ｓ
Ｌ
Ａ
へ
の
直
接
注

文
で
購
入
可
能
で
す
。　
　
（
編
集
部
）

●
全
国
Ｓ
Ｌ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.j-sla.or.jp/

図
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優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
の
歩
み　
⑴

　
２
０
２
２
年
度
の｢

読
書
週
間｣

に
際
し
て
道
府
県
読
書
推
進
運
動

協
議
会
よ
り
推
薦
さ
れ
、
本
会
に
お
い
て
表
彰
し
た
全
国
の
優
良
読
書
グ

ル
ー
プ
の
活
動
報
告
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

せ
や
影
絵
な
ど
も
さ
せ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
自
分
た
ち
で
も
活
動
の
場
を
広
げ
る

た
め
、
洋
野
町
文
化
祭
で
は
、
読
み
聞

か
せ
の
場
所
に
昔
の
家
屋
風
の
セ
ッ
ト

を
組
ん
で
「
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
」
を
開

催
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
だ
ん
だ
ん

セ
ッ
ト
も
大
が
か
り
に
作
れ
る
よ
う
に

な
る
と
、
お
化
け
屋
敷
な
ど
に
も
挑
戦

し
ま
し
た
。

　
お
化
け
屋
敷
は
、
子
ど
も
た
ち
に
人

気
と
な
り
、
文
化
祭
と
は
別
に
洋
野
町

大
野
地
区
で
大
野
地
域
活
性
の
た
め
行

わ
れ
て
い
る
「
洋
野
ま
ち
な
か
フ
ェ
ス

タ
in
お
お
の
」
で
開
催
す
る
よ
う
に
な

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
語
の
雰
囲
気
や
場

面
を
想
像
し
な
が
ら
セ
ッ
ト
や
ス
ト
ー

リ
ー
を
考
え
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
に
よ
り
も
、
み
ん
な
が
次
は
こ
う

し
よ
う
、
こ
の
場
面
は
こ
う
し
た
方
が

い
い
と
、前
向
き
で
す
。今
よ
り
も
も
っ

と
い
い
も
の
を
子
ど
も
た
ち
に
と
ど
け

よ
う
と
、
練
習
の
た
び
、
影
絵
な
ど
の

制
作
の
た
び
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
あ

い
、
つ
ね
に
改
良
を
重
ね
る
な
ど
、
向

上
心
を
持
ち
続
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
あ
ま
り
に
根
を
詰
め
す
ぎ
る

と
、
重
荷
に
感
じ
た
り
、
疲
れ
を
感
じ

る
よ
う
に
な
る
と
活
動
自
体
が
負
担
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
た
が
い
に
カ

バ
ー
し
あ
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

を
笑
顔
に
す
る
た
め
に
は
、
自
分
た
ち

も
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
楽
し
む

こ
と
と
、
笑
顔
で
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。

　
最
初
の
こ
ろ
は
、
す
こ
や
か
サ
ポ
ー

ト
で
の
読
み
聞
か
せ
や
、
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
、
小
学
校
で
の
読
み
聞
か
せ
、

洋
野
町
の
大
野
地
域
の
各
学
校
で
行
わ

れ
る
図
書
祭
り
な
ど
で
読
み
聞
か
せ
や

影
絵
、人
形
劇
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

し
だ
い
に
近
隣
市
町
村
で
の
公
演
や
、

ひ
ろ
の
ま
き
ば
天
文
台
で
大
人
・
子
ど

も
入
り
混
じ
っ
た
な
か
で
の
読
み
聞
か

　
私
た
ち
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
き
き

み
み
ず
き
ん
」
は
２
０
０
９
年
12
月
に

結
成
し
、
子
ど
も
た
ち
に
本
の
す
ば
ら

し
さ
、
物
語
の
楽
し
さ
を
伝
え
、
そ
し

て
な
に
よ
り
本
や
物
語
の
雰
囲
気
を
感

じ
て
、
笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
想
い
の
も
と
、
読
み
聞
か
せ
、
影

絵
、人
形
劇
、ペ
ー
プ
サ
ー
ト
に
加
え
、

と
き
に
は
歌
い
、
と
き
に
は
踊
り
、
と

き
に
は
楽
器
を
演
奏
す
る
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
要
素
を
盛
り
込
ん
で
、
工
夫
を

こ
ら
し
な
が
ら
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
40
代
か
ら
70
代
ま
で
、

は
ば
広
く
、
職
種
も
さ
ま
ざ
ま
な
10
名

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
年
齢
差
や
立
場

を
超
え
て
、
み
ん
な
気
兼
ね
な
く
話
し

あ
い
、
教
え
あ
え
る
よ
い
関
係
を
築
い

て
い
ま
す
。

読
み
聞
か
せ
、
影
絵
、
人
形
劇
…
…

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
練
習
で
培
う

ク
ラ
ブ
」
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
読
書
の
楽
し
さ
を
味

わ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
各

家
庭
か
ら
持
ち
よ
っ
た
本
を
各
町
に
回

覧
す
る
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
推

進
の
た
め
、
古
本
屋
で
興
味
を
持
ち
そ

う
な
本
を
購
入
し
た
り
、
県
の
図
書
館

で
100
冊
も
の
本
を
借
り
て
船
で
運
ん
だ

り
し
ま
し
た
。
常
盤
の
公
民
館
に
県
の

移
動
図
書
館
が
来
る
よ
う
に
な
る
と
、

子
ど
も
た
ち
に
本
を
届
け
る
だ
け
で
な

く
、
自
分
た
ち
が
子
ど
も
の
手
本
と
な

る
よ
う
率
先
し
て
本
を
読
み
始
め
ま
し

た
。

　
現
在
は
、
常
盤
学
区
内
の
、
読
書
に

興
味
・
関
心
・
意
欲
を
も
っ
た
メ
ン

バ
ー
が
集
い
、
課
題
図
書
の
輪
読
や
読

み
聞
か
せ
用
絵
本
の
紹
介
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
年
１
回
の
文
学
散

歩
で
は
、
紙
芝
居
の
題
材
に
関
連
し
た

地
域
や
人
物
探
訪
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
元
に
伝
わ
る
文
化
財
や
民

話
な
ど
を
、
埋
も
れ
さ
せ
ず
残
せ
な
い

か
と
考
え
、
３
年
か
け
て
各
町
の
古
老

の
方
や
関
係
者
か
ら
地
域
に
語
り
継
が

れ
て
き
た
お
は
な
し
を
聞
き
取
り
、
常

盤
の
民
話
集
「
ふ
る
さ
と
の
か
お
り
」

を
発
行
し
ま
し
た
。
今
の
子
ど
も
た
ち

に
も
知
っ
て
ほ
し
い
、
ふ
る
さ
と
を
誇

り
に
思
う
子
ど
も
に
育
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
収
録
さ
れ
て
い
る
お

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
き
き
み
み
ず
き
ん
」」

岩
手
県
九
戸
郡
洋
野
町

〈
推
薦
〉

岩
手
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会

代
表
者　

木
村
美
奈
子

　
常
盤
読
書
グ
ル
ー
プ「
松
葉
会
」は
、

『
読
書
を
通
じ
て
知
識
を
広
め
、
教
養

を
高
め
る
』、『
心
豊
か
に
よ
り
よ
い
地

域
文
化
の
向
上
を
め
ざ
す
』を
目
的
に
、

１
９
７
８
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
そ
の

母
体
は
１
９
５
０
年
に
で
き
た
「
母
親

常
盤
読
書
グ
ル
ー
プ

「
松
葉
会
」

滋
賀
県
草
津
市

〈
推
薦
〉

滋
賀
県
立
図
書
館

代
表
者　

馬
場
紀
久
子

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
な
か
な
か

思
っ
た
よ
う
に
活
動
が
で
き
ず
、
練
習

も
制
作
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
し
た

が
、
現
在
は
、
学
校
や
、
こ
ど
も
園
な

ど
、
ま
た
、
呼
ん
で
く
れ
る
と
こ
ろ
が

出
始
め
、少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

活
動
に
活
気
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
は
、
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ

に
選
ん
で
い
た
だ
き
、
た
い
へ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
活

動
の
活
力
と
し
、
こ
れ
ま
で
関
わ
ら
せ

て
い
た
だ
い
た
団
体
や
多
く
の
方
々
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
に
本
の
す
ば
ら
し
さ
、
物
語
の
た

の
し
さ
を
伝
え
、
子
ど
も
た
ち
を
笑
顔

に
、
そ
し
て
心
豊
か
に
で
き
る
よ
う
、

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

手
作
り
の
地
元
の
民
話
紙
芝
居
は

地
域
と
子
ど
も
の
か
け
は
し
に

「
第
55
回 

優
良
読
書
グ
ル
ー
プ

表
彰
」
追
加
の
お
知
ら
せ
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子
ど
も
の
心
に
し
っ
か
り
根
づ
く

お
は
な
し
会
を
心
が
け
て

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
お
お
ば
こ
」

香
川
県
綾
歌
郡
綾
川
町

〈
推
薦
〉

香
川
県
図
書
館
協
会 

読
書
推
進

運
動
部
会 代

表
者　

中
浦　

愛
子

　
私
た
ち
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お

お
ば
こ
」
は
、
香
川
県
立
図
書
館
主
催

の「
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」

の
受
講
修
了
生
が
集
ま
り
、
２
０
０
１

年
よ
り
グ
ル
ー
プ
活
動
を
始
め
ま
し

た
。

　
グ
ル
ー
プ
名
の
由
来
は
、
た
く
さ
ん

の
お
は
な
し
が
詰
ま
っ
て
い
る
「
大
き

な
箱
」
と
、
踏
ま
れ
て
も
踏
ま
れ
て
も

芽
吹
く
、根
強
い
植
物
の
「
オ
オ
バ
コ
」

を
掛
け
あ
わ
せ
て
名
付
け
ま
し
た
。
名

前
に
あ
や
か
っ
て
、
多
く
の
素
材
の
な

る
環
境
を
つ
く
る
」。
さ
さ
や
か
な
が

ら
私
た
ち
も
、
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
通

じ
て
そ
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
設
立
メ
ン
バ
ー
が
高
齢
化
の
た
め
減

少
傾
向
の
な
か
、
新
し
く
加
わ
っ
た
若

い
仲
間
た
ち
が
、
積
極
的
に
お
は
な
し

会
や
勉
強
会
に
参
加
し
て
お
り
、
次
世

代
に
向
け
て
の
活
動
に
も
期
待
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
各
種
講
習
会
な
ど

に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
質
の
高
い
お

は
な
し
会
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
を
通
し

て
、「
絵
本
と
の
ふ
れ
あ
い
」「
人
と

の
ふ
れ
あ
い
」「
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
」

を
大
切
に「
流
れ
の
あ
る
お
は
な
し
会
」

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
楽
し
く
活
動
で

き
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

は
な
し
を
紙
芝
居
に
し
ま
し
た
。
作
成

し
た
15
作
の
紙
芝
居
は
、
幼
稚
園
や
小

学
校
で
の
本
の
読
み
聞
か
せ
と
あ
わ
せ

て
上
演
し
た
り
、
メ
ン
バ
ー
で
声
を
吹

き
込
ん
で
電
子
紙
芝
居
（DVD

）
に

し
て
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
や
学

校
で
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
た
り
し
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
手
紙
を
い
た
だ

き
、「
と
き
わ
の
昔
話
や
、
と
き
わ
の

知
ら
な
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
知
れ
て
よ

か
っ
た
」、「
ま
た
ち
が
う
紙
芝
居
を
見

せ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
の
感
想
を
目
に

す
る
と
、
素
人
な
が
ら
み
ん
な
で
完
成

さ
せ
た
紙
芝
居
作
り
の
苦
労
も
吹
き
飛

び
ま
す
。
こ
の
紙
芝
居
は
松
葉
会
の
宝

物
で
す
。

　
松
葉
会
で
は
、
先
輩
方
が
築
か
れ
た

か
か
ら
心
に
残
る
お
は
な
し
会
を
開
催

す
る
よ
う
、
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
月
１
回
の
勉
強
会
を
兼
ね
た
定
例
会

で
は
、
季
節
感
や
対
象
年
齢
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
異
な
る
条
件
を
考
慮
し
て
テ
ー

マ
を
決
め
、
子
ど
も
に
媚
び
ず
、
か
つ

子
ど
も
の
目
線
に
そ
っ
た
「
流
れ
の
あ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
創
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
絵
本
を
中
心
に
紙
芝
居
・
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
・
手
遊
び
・
わ
ら
べ
唄
な

ど
を
組
み
あ
わ
せ
、
子
ど
も
た
ち
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　
お
も
な
活
動
は
、
県
立
図
書
館
で
の

月
１
回
の
お
は
な
し
会
を
は
じ
め
、
現

在
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
自
粛
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学

校
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
請
に
応
え
た

出
前
お
は
な
し
を
開
催
し
、
ま
た
保
育

士
・
保
護
者
・
高
校
生
な
ど
を
対
象
と

し
た
講
習
会
で
の
実
演
な
ど
に
も
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

絵
本
は
人
生
の
宝
物
と
言
わ
れ
ま

す
。
絵
本
の
な
か
に
は
美
し
く
豊
か
な

こ
と
ば
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
絵
本
に
よ
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
世
界
を
体
験
し
、
心
豊
か

に
成
長
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
す

な
わ
ち
、「
豊
か
な
こ
こ
ろ
」
を
育
み

な
が
ら
成
長
す
る
に
は
、
幼
い
こ
ろ
か

ら
本
に
親
し
む
こ
と
が
と
て
も
重
要
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。「
身
近
に
絵
本
の
あ

手
作
り
の
地
元
の
民
話
紙
芝
居
は

地
域
と
子
ど
も
の
か
け
は
し
に

伝
統
や
成
果
を
重
ん
じ
、
読
書
を
通
し

て
会
員
同
士
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
や
想

い
に
ふ
れ
、
た
が
い
に
深
め
あ
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
民
話
集
や
紙
芝
居
な

ど
を
橋
渡
し
に
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

か
ら
高
齢
者
ま
で
交
流
を
深
め
て
き
ま

し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
と
後
継
者

不
足
が
大
き
な
課
題
で
す
が
、
新
し
い

紙
芝
居
も
作
成
中
で
あ
り
、
今
後
さ
ら

に
読
書
の
時
間
を
増
や
し
て
、
仲
間
を

増
や
し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま

す
。

『
読
書
推
進
運
動
』
660
号
（
２
０
２
２

年
11
月
15
日
発
行
号
）
に
掲
載
い
た
し

ま
し
た
「
第
55
回 

優
良
読
書
グ
ル
ー

プ
一
覧
」
に
、
２
０
２
２
年
12
月
20
日

付
で
広
島
県
よ
り
推
薦
い
た
だ
き
ま
し

た
グ
ル
ー
プ
を
追
加
い
た
し
ま
す
。

表
彰
グ
ル
ー
プ
名

　
東
広
島
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
の
会

　
む
か
し
こ
っ
ぷ
り

グ
ル
ー
プ
所
在
地

　
広
島
県
北
広
島
市

代
表
者
名

　
檜
垣　
直
子

（
敬
称
略
）

　
ま
た
、「
第
55
回 

優
良
読
書
グ
ル
ー

プ
一
覧
」
の
内
容
に
、
一
部
誤
り
が
ご

ざ
い
ま
し
た
の
で
、こ
こ
に
お
詫
び
し
、

訂
正
い
た
し
ま
す
。

表
彰
グ
ル
ー
プ
名

　
ス
タ
ー
☆
ガ
ー
ル
（
埼
玉
県
）

グ
ル
ー
プ
所
在
地

【
誤
】

　
埼
玉
県
日
高
市

【
正
】

　
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市

「
第
55
回 

優
良
読
書
グ
ル
ー
プ

表
彰
」
追
加
の
お
知
ら
せ



事
務
局
報
告
（
12
月
）

・
１
日
＝
プ
ラ
ス
・
ア
イ
と
文
部
科
学
省
「
子

ど
も
読
書
の
日
」
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
打

ち
あ
わ
せ

☆
２
日
＝
「
若
い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め
」

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
出
来

・
４
日
＝
「
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ 

国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン

賞
と
世
界
の
子
ど
も
の
本
講
座
」
に
出
席

☆
６
日
＝
「
２
０
２
２
年
度 

全
体
事
業
委
員

会
」
お
よ
び
「
第
65
回 

こ
ど
も
の
読
書

週
間
標
語
選
定
事
業
委
員
会
」「
第
77
回 

読
書
週
間
標
語
選
定
事
業
委
員
会
」
開
催

☆
７
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
661
号 

入
稿

☆
７
日
＝
「
第
65
回 

こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

ポ
ス
タ
ー
制
作
を
ザ
・
キ
ャ
ビ
ン
カ
ン
パ

ニ
ー
に
依
頼
。
凸
版
印
刷
と
三
者
で
進
行

打
ち
あ
わ
せ

・
７
日
＝
紙
芝
居
文
化
の
会「
世
界
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｉ
の
日 in Tokyo

」
出
席

☆
８
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
661
号　

責
了

・
８
日
＝
「
２
０
２
２
年
度 

子
ど
も
の
読
書

推
進
会
議 

第
２
回
幹
事
会
」
開
催
案
内

を
送
付

・
９
日
＝
「
第
26
回 

図
書
館
を
使
っ
た
調
べ

る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
」
最
終
審
査
会
（
個

人
審
査
）
に
参
加

・
12
日
＝
「
造
本
装
幀
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員

会
」
に
出
席

・
14
日
＝
日
本
書
店
商
業
組
合
連
合
会
・
出
版

販
売
年
末
懇
親
会
に
出
席

☆
15
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
661
号 

出
来

・
15
日
＝
と
よ
た
か
ず
ひ
こ
さ
ん
と
「
子
ど
も

読
書
の
日
」
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
打
ち
あ

わ
せ

☆
21
日
＝
Ｕ
Ａ
Ｅ
シ
ャ
ー
ル
ジ
ャ
首
長
国
調
査

団
来
館
、
読
進
協
の
読
書
推
進
事
業
に
つ

い
て
説
明

・
22
日
＝「
子
ど
も
読
書
の
日
」ポ
ス
タ
ー
入
稿

・
24
日
＝
「
絵
本
ワ
ー
ル
ド
in
こ
ま
つ
し
ま
」

に
出
席

・
27
日
＝
「
第
26
回 

図
書
館
を
使
っ
た
調
べ

る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
」
最
終
審
査
会
（
協

議
審
査
）
に
出
席

☆
28
日
＝
事
務
所
終
業
日

《ホームページ》http://www.dokusyo.or.jp

●
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
が
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
心

安
ら
ぐ
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
、
お
祈

り
申
し
あ
げ
ま
す
。

●
２
０
１
２
年
に
野
間
読
書
推
進
賞
を
受

賞
さ
れ
た
岐
阜
県
関
市
「
関
音
訳
の
会 

し
お
ん
」
の
波
多
野
い
と
子
さ
ん
よ
り
、

本
紙
654
号
の
本
欄
を
朗
読
し
た
Ｃ
Ｄ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
同
封
の
お
便
り
に
は
、

リ
ス
ナ
ー
に
届
け
る『
せ
き
社
協
だ
よ
り
』

の
音
訳
図
書
の
冒
頭
に
収
録
し
た
も
の
と

あ
り
、
う
れ
し
い
や
ら
恥
ず
か
し
い
や
ら

…
…
。
自
分
の
文
章
の
朗
読
を
聞
い
た
の

は
、
こ
れ
が
初
め
て
で
す
。
一
定
の
リ
ズ

ム
で
流
れ
る
落
ち
着
い
た
声
が
心
地
よ

く
、
聞
き
入
り
ま
し
た
。
よ
ー
く
聞
い
て

い
る
と
、ち
ょ
っ
と
だ
け（
本
当
に
ち
ょ
っ

と
だ
け
で
す
）
熱
が
入
る
箇
所
が
あ
り
、

そ
こ
が
私
が
強
調
し
た
い
部
分
だ
っ
た
り

す
る
の
が
、
ま
た
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

●
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
は
、

正
確
に
音
訳
す
る
た
め
、
普
段
か
ら
研
修

を
重
ね
て
朗
読
技
術
の
維
持
と
向
上
に
努

め
、
作
業
の
前
に
固
有
名
詞
や
漢
字
の
読

み
を
確
認
し
、
リ
ハ
ー
サ
ル
を
し
て
収
録

に
臨
み
ま
す
（
点
訳
や
拡
大
写
本
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
も
、
同
じ
姿
勢
で
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
）。
こ
ん
な
短
い
文
章

で
も
、
何
度
も
読
み
こ
み
、
声
に
出
し
て

は
確
認
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、

ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
声
の
変
化
か
ら
う
か

が
わ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
尊
さ
と

そ
の
積
み
重
ね
た
技
術
に
、
あ
ら
た
め
て

頭
が
下
が
り
ま
し
た
。

●
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
ん
な
こ
と
も
あ
る

の
で
す
か
ら
、
う
っ
か
り
し
た
こ
と
は
書

け
ま
せ
ん
。
気
を
引
き
締
め
、
本
欄
を
担

当
し
て
い
こ
う
と
誓
う
新
年
で
す
。（
伸
）

●
編
集
部
＆
事
務
局
の

ひ
・
と
・
こ
・
と
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標語決定！

2023  第 77 回
「読書週間」

私のペースで しおりは進む

2023  第 65 回
「こどもの読書週間」

ひらいてとじた　笑顔がふえた

　
第
65
回
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
標

語
の
応
募
総
数
は
一
般
・
会
員
各
社

あ
わ
せ
て
６
２
６
点
（
選
考
対
象
は

３
７
７
点
）。
第
77
回
「
読
書
週
間
」

標
語
の
応
募
総
数
は
６
７
１
点
（
選
考

対
象
は
４
５
７
７
点
）
で
し
た
。

　
選
定
委
員
会
で
は
「
こ
ど
も
の
読
書

週
間
」
標
語
、「
読
書
週
間
」
標
語
の

順
で
協
議
。
ど
ち
ら
も
、
事
業
委
員
に

よ
る
数
回
の
投
票
（
第
３
回
投
票
ま
で

は
メ
ー
ル
で
集
計
）
で
作
品
を
絞
り
、

推
薦
の
弁
な
ど
を
加
え
て
、
最
終
的
に

各
委
員
の
一
票
投
票
に
よ
っ
て
、
入
選

作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
ご
応
募
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、
社
内
の

応
募
作
を
と
り
ま
と
め
い
た
だ
い
た
会

員
各
社
の
担
当
者
の
み
な
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
第
65
回 

こ
ど
も
の
読
書
週
間 

標
語
】

■
入
選
（
図
書
カ
ー
ド
１
万
円
）
１
点

・
ひ
ら
い
て
と
じ
た 

笑
顔
が
ふ
え
た

　
熊
谷　
友
希
さ
ん
（
小
学
館
）

■
次
点
（
図
書
カ
ー
ド
５
千
円
）
２
点

・
し
お
り
を
は
さ
ん
で
、
ま
た
明
日

　
廣
野　
健
太
さ
ん
（
ト
ー
ハ
ン
）

・
夢
中
、
探
し
中
‼

　
天
野　
耕
平
さ
ん
（
講
談
社
）

　

２
０
２
２
年
12
月
６
日
、
公
益
社
団
法
人 

読
書
推
進
運
動
協
議
会
の

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
お
よ
び
「
読
書
週
間
」
標
語
選
定
事
業
委
員
会

（
出
席
18
名
）
が
開
催
さ
れ
、「
２
０
２
３ 

第
65
回 

こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

と
「
２
０
２
３ 

第
77
回 

読
書
週
間
」
の
標
語
が
決
定
し
ま
し
た
。

■
佳
作
（
図
書
カ
ー
ド
２
千
円
）
19
点

・
こ
の
本
、
私
が
選
ん
だ
の

・
小
さ
な
手
で
め
く
る
、
大
き
な
冒
険

・
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る 

こ
の
一
冊

・
も
う
一
冊
、
も
う
一
冊
が

　
と
ま
ら
な
い

・
本
を
読
む 

や
さ
し
く
な
れ
る

　
つ
よ
く
も
な
れ
る

　
　
ほ
か

【
第
77
回 

読
書
週
間 

標
語
】

■
入
選
（
図
書
カ
ー
ド
１
万
円
）
１
点

・
私
の
ペ
ー
ス
で 

し
お
り
は
進
む

　
藤
村　
伸
子
さ
ん
（
ト
ー
ハ
ン
）

■
次
点
（
図
書
カ
ー
ド
５
千
円
）
２
点

・
読
む
。
感
じ
る
。
考
え
る
。

　
板　
裕
之
さ
ん
（
小
学
館
）

・
週
末
、
本
の
山
に
登
る
か

　
本
の
海
に
潜
る
か
。

　
筆
谷
利
佳
子
さ
ん
（
小
学
館
）

■
佳
作
（
図
書
カ
ー
ド
２
千
円
）
21
点

・
最
高
の
一
冊
、
更
新
中
！

・
掌
の
上
で
旅
に
出
よ
う

・
明
日
を
彩
る
、
こ
の
１
冊

・
本
が
、
私
の
そ
ば
に
い
る
。

・
読
み
た
い
本
が
あ
り
す
ぎ
て

・
秋
の
夜
長
に
推
し
を
読
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か


